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　　　　洪水調節方法見直し案の検討

　　　　
　

　　

　 ①鶴田ダム洪水調節の検証
　 　　 ②洪水調節方法の見直しの可能性
　 　 ③情報提供のあり方

　　　　　

河川管理者　：　関係機関と調整の上、ダム管理に反映

地元説明会
【H18年9月~】

検討会委員
【地域代表委員】

地域の方々
との意見交換

意

見

住　民　意　見

意

見

意

見

鶴田ダムの洪水調節に関する
技術検討ワーキング

（学識者・河川管理者で構成）

鶴田ダムの洪水調節に関する検討会

（地域住民代表・学識者・報道関係者・自治体首長等で構成）

報告

意
見

第１回検討会 H19.2.6 第１回ワーキング H19.4.23

第２回検討会 H19.2.28 第２回ワーキング H19.5.9

第１回意見交換 H19.3.17 第3回ワーキング H19.5.20

第３回検討会 H19.3.27

第４回検討会 H19.4.26

第５回検討会 H19.5.29

第2回意見交換 H19.7.21

検討会・意見交換会 ワーキング

（１）これまでの検討会について
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洪水調節洪水調節
　　①　予備放流水位を貯水位130.0mまで低下させる基準の見直し
　　②　計画規模を超える洪水時の操作方法の見直し
　　③　更なる洪水調節容量の増量
　　　　（貯水位130m以下に低下させる）

情報提供情報提供
　　①住民への情報提供
　　　・防災無線、ダム警報局、ダム情報表示板等の活用
　　②マスコミとの連携
　　　・テレビ画面にテロップ表示等
　　③防災意識の向上に向けた取り組み
　　　・防災訓練及び日常の広報活動

今出水期から対応

「鶴田ダムの洪水調節に関する検討会」の主な検討内容
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構  成 氏  名 現     職     名 

新留 徳雄 薩摩川内市住民代表（南瀬地区） 

中園 凱和 薩摩川内市住民代表（久住地区） 

眞崎 良二 さつま町住民代表（山崎・二渡地区） 

村田 修二 さつま町住民代表（虎居地区） 

富澤 満郎 さつま町住民代表（川原地区） 

ダム下流 

住民代表 

水流 克男 さつま町住民代表（柏原・湯田地区） 

森  卓朗 薩摩川内市長 ダ ム 下 流 

自治体代表 井上 章三 さつま町長 

小松 利光 委員長 九州大学大学院工学研究院 教授  

疋田  誠 鹿児島工業高等専門学校土木工学科 教授 
学   識   者 

 
山田  誠 鹿児島大学法文学部 教授 

報 道 機 関 大野 弘人 南日本新聞社 論説委員 

髙山 祥治 鹿児島県土木部河川課長 

勝木 和徳 

（第１回～第３回） 
国土交通省九州地方整備局河川情報管理官 

河川管理者 

桒野 修司 

（第４回～第５回） 
国土交通省九州地方整備局河川情報管理官 

                                      （順不同・敬称略） 

「鶴田ダムの洪水調節に関する検討会」　委 員 名 簿
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氏 名 現 職 名

小松 利光 座長 九州大学大学院工学研究院教授

疋田 誠 鹿児島工業高等専門学校土木工学科教授

杉尾 哲 宮崎大学工学部 教授

大本 照憲 熊本大学大学院 教授

桒野 修司 国土交通省九州地方整備局河川情報管理官

（順不同・敬称略）

「鶴田ダムの洪水調節に関する技術検討ワーキング」
委 員 名 簿
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第２回地域の方々との意見交換

説 明 資 料

【鶴田ダムの洪水調節に関する検討会の結果報告】
（２）洪水調節方法の見直しについて

平成１９年７月２１日（土）

鶴田ダムの洪水調節に関する検討会

説明資料－２



見直し項目

1) 予備放流基準の見直し（貯水位を標高130.0mまで低下させる）

　2) 計画規模を超える洪水時の操作方法の見直し

　　① 操作開始水位の見直し（８割容量水位→７割容量水位）

　　② ダム流入量のピーク流量発生後の放流曲線の逐次見直し

　3) 更なる洪水調節容量の増量（貯水位を標高130.0m以下に低下させる）

　

（１）洪水調節方法の見直しについて

放流量

洪
水
調
節
終
了

流入量

流
入
量
・放
流
量

▽制限水位

▽洪水時満水位

水
位

時間

▽予備放流水位

予
備
放
流
開
始

洪
水
調
節
容
量

洪水調節

凡例
　　　　　　　　水　位
　　　　　　　　流入量
　　　　　　　　放流量　
　　　　予備放流

計画規模を超え
る洪水調節操作

1) 予備放流開始基準の見直し

2)①計画規模を超える洪水
調節操作開始水位の見直し

2)②放流曲線の逐次見直し3) 更なる洪水調節容量の増量

水位

洪
水
調
節
開
始
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○ 貯水位が予備放流水位（EL.130.0m）の場合

EL130.0ｍ

○コンジットゲート
最大放流量 782m3/s

　最大放流量(H18.7洪水)：　約20m3/s低下

該　当

該　当

３９５m3/s

鶴田ダムへの流入量

【６００m3/s未満】

２６６m3/s

鶴田ダムへの流入量

【６００m3/s未満】

平成18年7月洪水

基準

平成18年7月洪水

基準

該　当該　当

１８０mm

実施しない
該　当該当しない該当しない

実　施

予備放流（限度）

EL130.0m

予備放流（限度）

EL130.0m

今後の予測雨量

【１６０mm以上】

１８０mm

今後の予測雨量

【１５０～２００mm】

２．４mm※

当該時刻以前３時間雨量

【４０mm以上※ 】

９３．３mm※

１２８．６mm※

当該時刻以前１２時間雨量

【８０mm以上※ 】

過去５日間雨量

【２６０mm以上※】

見
　
直
　
し

現
　
　
行

1) 予備放流基準の見直し（貯水位を標高130.0mまで低下させる）

貯水位をEL130.0mまで低下させる場合
洪水調節容量を約250万m3増量

250万m3

EL160.0m 満水位

EL131.4m 予備放流水位
EL130.0m 最低水位

EL 115.6m 計画堆砂位

発電容量：250万m3

洪水調節容量 7,500万m3

死水量：2,050万m3

計画堆砂量：2,500万m3

クレスト
ゲート

コンジット
ゲート

貯水位を低下

発電
放流管

更
に
貯
水
位
を
低
下

※：鶴田ダム上流域の平均雨量を示す
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[参考] 【12時間雨量：80mm以上　、今後の予測雨量：160mm以上】について

12時間雨量
80mm

貯水位(予備放流水位)

流入量

放流量

判断該当時刻

洪水調節開始流量　600m3/s

限度水位(予備放流限度水位)

洪
水
調
節
開
始

予
備
放
流
開
始

予備放流

洪水調節

時間雨量

時　　間

時
間
雨
量
・
貯
水
位
・流
入
量

貯水位低下

予備放流量

【気象庁：天気予報】
「薩摩地方では、今日の昼過ぎか
ら明日の昼前にかけて200mm以
上の大雨が降るでしょう。」

これまで降った雨

これから降るであろうと予想される雨
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2) 計画規模を超える洪水調節操作の見直し

① 操作開始水位の見直し（８割容量水位→７割容量水位※1）

① 最大放流量(H18.7洪水)：　約40m3/s低下
② 放流量勾配：　ダム放流量の増加勾配を緩やかにする

※1：洪水調節から計画規模を超える洪水時の操作への移行開始は、7割容量水位に達したら直ちに実施するものではなく、洪水調節を継続
　　 した場合、最終的に洪水調節容量を使い切るという予測になった場合に移行するものである。

図　　操作開始水位の見直し効果模式図

流量

時間

操作開始
（８割容量水位到達時点）

操作開始
（７割容量水位到達時点）

約40m3/s低下

流入量

放流量

【 見 直 し 前 】

８割容量水位より操作開始した場合

(放流勾配が急)

【 見 直 し 後 】

７割容量水位より操作開始した場合

(放流勾配が緩やか)
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2) 計画規模を超える洪水調節操作の見直し

② ダム流入量のピーク流量発生後の放流曲線の逐次見直し　　　

現行 変更（逐次見直し）

qm1～３：現在放流量

Q1～３ ：目標放流量（＝現在流入量）

図　　貯水位と放流量の曲線

放流量Q

5,520m3/s

現操作ルール

貯水位H

EL155.6（8割容量水位）

▽EL160.0m　満水位

▽EL161.0m　設計洪水位

目標放流量　
　　4,600m3/s

5,520m3/s4,600m3/s

ピーク流量発生後、
放流曲線を逐次見直し

放流量Q

現操作ルール

貯水位H

EL153.3（7割容量水位）

▽EL160.0m　満水位

▽EL161.0m　設計洪水位

4,600m3/s

5,520m3/sQ1Q2Q3

qm1

qm2

qm3

5,520m3/s4,600m3/s
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2) 計画規模を超える洪水調節操作の見直し
② ダム流入量のピーク流量発生後の放流曲線の逐次見直し　　　

① 最大放流量(H18.7洪水)：　約170m3/s低下（７割容量水位とした効果も含む）

② 放流量勾配：　ダム放流量の増加勾配を緩やかにする

図　放流曲線の見直しの概念図

３回目見直し(２回目見直しから１時間後)

ピーク流入量

計画規模を超える
洪水調節操作

60分 60分 60分

ダム流入量

③②①

時間

流量

　

１回目見直し(ピークから１時間後)

２回目見直し(１回目見直しから１時間後)

ダム放流量

約170m3/s低下

見直し区間

見直し曲線

従来曲線
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① 最大放流量(H18.7洪水)：　　　
　約40m3/s低下
　　・現有放流設備の放流能力が不足
　　・洪水初期の洪水を貯留
　　・計画規模を超える洪水調節操作が回避できない。

② 発電の停止：
　　・貯水位をEL130.0m以下に低下させた場合、発電が停止
　　・発電事業者が有しているダム使用権を侵害

3) 更なる洪水調節容量の増量（貯水位をEL130.0m以下に低下させる）

発電
放流管

2,000万m3

EL160.0m 満水位

EL131.4m 予備放流水位
EL130.0m 最低水位

EL 115.6m 計画堆砂位

発電容量：250万m3

洪水調節容量 7,500万m3

死水量：2,050万m3 コンジット敷高
EL118.0m

計画堆砂量：2,500万m3

クレスト
ゲート

コンジット
ゲート

貯水位を低下

貯水位をEL118.0mまで低下させる場合
洪水調節容量を約2,000万m3増量
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発電
放流管

2,000万m3 増加

EL160.0m 満水位

現有洪水調節容量 7,500万m3

コンジット敷高EL118.0m

クレスト
ゲート

コンジット
ゲート

貯水位をEL118.0mまで低下させる場合
洪水調節容量を約2,000万m3増量

EL131.4m 予備放流水位
EL130.0m 最低水位

洪水調節容量の約２，０００万m3増量は、

　・現有洪水調節容量（７，５００万m3）に対して、 ２６．７％に相当する。

　・平成１８年７月洪水の総流入量（３．５億m3）に対して、 ５．７％に相当する。

[参考] 現有洪水調節容量およびH18.7洪水総流入量に対する洪水調節容量増加量の割合
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・放流能力がゼロとなるため、貯水位をEL118.0mまで低下させることは物理的に不可能

・貯水位がどこまで低下できるかは、ダムへの流入量に左右される

○ 貯水位がEL118.0mの場合○ 貯水位がEL130.0mの場合

EL130.0ｍ

○コンジットゲート
最大放流量 約780m3/s

○コンジットゲート
最大放流量＝０m3/s

水位を水位をEL130.0mEL130.0m以下に下げると・・・以下に下げると・・・

EL118.0ｍ

晴天時でも
30～40m3/s
が流入

[参考] EL130m以下へ水位を下げた場合の放流能力と貯水位の関係

晴天時でも
30～40m3/s
が流入

ゲートの穴の高さ

＝貯水位の高さ

水圧がゼロ

水圧が大きい
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「鶴田ダムの洪水調節に関する検討会」の見直し案

【見直し案】

　① 計画規模を超える大規模洪水が予想される場合において、予備放

　　 流により貯水位を標高130.0ｍまで低下させる。

　② 計画規模を超える洪水調節操作において、７割開始容量水位とし、

　　 ダムへの最大流入後、目標放流量を逐次見直す。

　③ 更なる洪水調節容量の増量（貯水位を標高130ｍ以下まで低下）

【効　果】

① 最大放流量　　　　H18.7洪水に対して約210m3/s低下

　② 計画規模を超える洪水調節操作時の放流量の勾配　　　　

　　　 　　　　　　　　現行操作よりも緩やかにする　

　③ 宮之城地点水位　 H18.7洪水に対して約20cm※水位を低下

※：流下時間を30分とし、ダム放流量を残流域流量へ加えて簡易に水位を算出。
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第２回地域の方々との意見交換

説 明 資 料

【鶴田ダムの洪水調節に関する検討会の結果報告】
（３）情報提供のあり方について

平成１９年７月２１日（土）

鶴田ダムの洪水調節に関する検討会

説明資料－３



１． 「情報提供のあり方」の施策（全体像）

今年度の出水から実施する施策

種別 及び

　（1）防災無線 河川・ダム情報の放送

避難情報等の放送（自治体の情報）

毎秒１，１００ｍ３定量から、さらに放流量を増加させる時

【サイレン・音声放送】（ダム管理所の情報）

毎秒１，４００ｍ３定量から、さらに放流量を増加させる時

【サイレン・音声放送】（ダム管理所の情報）

河川の水位情報の表示（河川事務所の情報）

避難情報等の表示（自治体の情報）

広報担当者の配置

河川及びダム情報、画像情報の提供

河川及びダム情報等のテロップ表示

　（5）広報活動 広報の充実

　（6）防災訓練 住民参加合同訓練

青文字： 　　　　　赤文字：

　（4）報道機関連携

　（3）情報表示板

　（2）警報局

改善 新しい取り組み

改善 新たな取り組み
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防　災　無　線

防災無線

鶴田ダム管理所

川内川河川事務所

自治体 住民

ダムに関する情報
（流入量、調節量、放流量など）

河川に関する情報
（水防警報・洪水予報など）

●自治体からの情報（避難情報等）
●ダムに関する情報
●河川に関する情報

２．今年度の出水から実施する施策（１）

（住民への情報提供）

防災無線自治体 住民

●自治体からの情報（避難情報等）

現在　自治体の情報（避難情報等）を放送

　自治体の情報（避難情報等）及び、河川・ダムに
関する情報を放送

今後

FAX

FAX，ﾒｰﾙ
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警報局（サイレン・音声放送）①

自治体 鶴田ダム管理所 放流警報局

避難情報等
放送要請

●自治体からの情報（避難情報等）
●ダムの放流に関する警報

住民

２．今年度の出水から実施する施策（２）

今後

現在　河川利用者へダムの放流に関する警報を放送

　河川利用者へダムの放流に関する警報及び、自治体
からの要請により避難情報を放送

鶴田ダム管理所 放流警報局

●ダムの放流に関する警報

住民

FAX
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　・予備放流開始時（サイレン・音声放送）
　・計画規模を超える洪水時の操作開始時（サイレン・音声放送）

　・予備放流開始時（サイレン・音声放送）

　・毎秒 1,100 m3 定量操作から増加させる定率操作の移行時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（サイレン・音声放送）
　・毎秒 1,400 m3定量操作から増加させる定率操作の移行時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（サイレン・音声放送）
　・計画規模を超える洪水時の操作開始時（サイレン・音声放送）

今後

現在　河川利用者へダムの放流に関する警報は２回

警報局（サイレン・音声放送）②

２．今年度の出水から実施する施策（２）

　河川利用者へダムの放流に関する警報は４回
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情　報　表　示　板

情報表示板

避難情報等
掲示の要請

河川に関する情報
（水位レベル）

●自治体からの情報（避難情報等）
●河川に関する情報

●ダムに関する情報
　（流入量、放流量、状況など）

自治体

川内川河川事務所

鶴田ダム管理所 住民

現在

　河川利用者へダムの放流に関する情報及び、
河川の水位情報や町の避難情報を表示

今後

情報表示板

●ダムに関する情報
　（　放流量など　）

鶴田ダム管理所 住民

　河川利用者へダムの放流に関する情報を表示

鶴田ダム情報
洪 水 調 節 中
放流量

毎秒９００m3

２．今年度の出水から実施する施策（３）

FAX
データ

共有
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情報表示板

鶴田ダム情報
予備放流中
放流量

毎秒５００m3

例：ダム・河川情報

（切替）

現在 　今後

情　報　表　示　板

河川情報
レベル１

水防団待機水位
堤防敷注意

鶴田ダム情報
洪 水 調 節 中
放流量

毎秒９００m3

さつま町情報

虎居、川原
避難指示

河川情報
レベル５

はん濫の発生

例：ダム・河川・町の情報

スクロールによる
表示を実施

鶴田ダム情報
ダム操作中

ダムへの水量が
計画規模以上

20



情報提供に関する勉強会(案)
【目的】
　川内川水系における洪水時等の情報提供につい
て、迅速で正確な伝達方法を検討するための勉強
会を行う。 （２回の勉強会を開催） 　　

川内川河川事務所
鶴田ダム管理所

関係自治体

テレビ

　報道機関連携

川内川下流部でははん濫危険水位に到達
　鶴田ダム放流量増加中

テレビテロップ表示例

２．今年度の出水から実施する施策（４）

鶴田ダム放流中・・・

テレビテロップで表示

ダムや河川情報の提供（ＦＡＸ）
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　○ダムの操作方法
　○河川水位の見方、危険度
　○警報局・情報表示板での警報内容
　○防災マップ
　○避難勧告・指示の重要性　等々

【出水時の情報提供についての日常の広報】

広報活動

　・報道機関と連携した広報
　・パンフレット、チラシを利用した広報
　・インターネットを利用した広報
　・イベント、見学会等

住民の災害
に関する
知識の向上

広報内容

広報手段

県市町国が連携

住民の視点に立った
解りやすい広報

２．今年度の出水から実施する施策（５）
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平成１９年川内川水防演習（下流地区）の実施

　場所：さつま町神子河川敷　　開催日：平成19年５月13日(日)

住民の出水時
の適切かつ
迅速な対応

住民を含めた
防災訓練を
実施

２．今年度の出水から実施する施策（６）
　○自治体・国の連携確認
　○住民の危機管理への啓発
　○住民の河川・ダム・避難情報
　　への知識の向上

住民避難

住民救助

水防工法

ダム情報表示
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第２回地域の方々との意見交換

説 明 資 料

【鶴田ダムの洪水調節に関する検討会の今後について】

平成１９年７月２１日（土）

鶴田ダムの洪水調節に関する検討会

説明資料－４



今後の検討会について

今後は、年２回（出水期前後）開催し継続検討会（第１回～５回開催）

○洪水調節操作の検証

○洪水調節方法の見直し

○情報提供のあり方

○予備放流基準の見直し

○計画規模を超える洪水時
の操作方法の見直し

○情報提供のあり方（新たな
取り組み）

・地域住民の方々、国・県・市町が連携し、高い防
災意識の継続を図る。

・検討会で決まった事の実施状況の確認及び改
善を図る。

・新たな課題の抽出及び対策について検討。

「鶴田ダムの洪水調節に関する検討会」は、
これからも継続

（決まったこと）
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1

鶴田ダム洪水調節機能の強化
平成１９年度より鶴田ダム再開発事業に着手

約４６０億円

○工期

○事業費

平成１９年度～平成２７年度（予定）

堆砂容量

死水容量

洪水調節容量

発電容量

鶴田　
ダム

75,000千m3

旧（現行）

堆砂容量

洪水調節容量

鶴田　
ダム

98,000千m3
　※１

新（再開発）

※１：洪水期における最大の洪水調節容量

平成18年７月の記録的な豪雨により、川内川流域では上流から
下流に至る３市３町で甚大な被害が発生し、川内川において河
川激甚災害対策特別緊急事業（激特事業）が採択されました。

この激特事業とあわせて鶴田ダムの洪水調節容量の増量を図り、
川内川流域の洪水被害を軽減するため平成１９年度より鶴田ダ
ム再開発事業に着手しました。　

＜夏　場＞

洪水調節容量の増量に伴い、現行の放流設
備では放流能力が不足するため、新たに低い
位置に放流設備を増設。

現在の発電容量と死水容量を洪水調節容
量に振り替え、夏場の洪水調節容量を現
行の７，５００万m3から９，８００万m3
に１．３倍の増量。治水＋発電

（予備放流）
治水＋発電
（予備放流）

＜予備放流　　
容量について
は検討中＞

放流設備の
増設

洪水時最高水位（サー
チャージ水位）

洪水時最高水位（サー
チャージ水位）
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